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１． 本年度の研究成果 

本研究班の目的は、院内がん登録システムの開発を通じて、登録情報の活用ががん診

療の質的向上と均てん化に資することを実証することである。がんの臨床研究や診療パ

フォーマンスの評価には臓器別がん登録の精度と情報量が求められる。 
登録システムには、精度の確保と同時に、医師や診療情報管理士の入力負荷を軽減す

るという相反する課題が存する。本研究班では当初より電子カルテ、病院情報システム

や保険請求事務(DPC)等の情報発生源からの自動取り込みによる負荷軽減を図ってき

た。この際、多くのシステムにおいて ICD-10 コードが用いられており、国立がんセン

ターが配布する ICD-O3 準拠の HosCan-R とデータ互換を維持するために今年度変換

ソフトを開発し配布した。また HosCan-R には診療成績評価に必須の生存率統計解析

機能がないことから、予後情報や病歴データ等臨床研究に必須のデータを各医療機関の

診療科が自由に登録データに追加して診療のクオリティ評価に役立つよう開発を進め

た。また電子カルテをはじめ病院情報システムから固有形式の診療データを取り込む際、

属性情報を付加することが必須であり、XML 形式の情報交換及び使用許諾管理の標準

規格を策定しデータ変換プログラムを用意した。上記規格化および開発したプログラム

はがん診療向けとして本邦初の成果である。 
以上の仕組みにより、多様な情報源から登録情報を HosCan-R に集約し、研究班で

開発したシステムを用いて診療の質とパフォーマンスを評価することを通じて、各医療

機関は自院の医療の評価を行い、また連携拠点病院においては医療の均てん化推進のた

めに貢献するものと考える。 
 

２． 前年までの研究成果 
 研究初年度においては班員および研究協力者所属の医療機関において様々な院内が

ん登録システムの整備を進めるとともに、上記目的を達成するための仕組みとして、１）

国立がんセンターが開発する連携拠点病院向け院内がん登録システムである 
HosCan-R へのデータ集積機能と、２）臨床におけるデータ解析に欠かすことのでき

ない統計解析機能の、二つの機能を備えた登録システムを開発した。このような活動の

中で、データ入力負荷の軽減と臨床応用に耐えるデータ精度の達成が課題であることが

示された。 
 さらに医療機関どうしでの登録情報交換においては、診断コードや多様なデータ属性

を相互変換する必要があることから、がん登録データにデータ属性を付与できる XML
化の検討を行った。 

 
３． 研究成果の意義及び今後の発展性 



今後、１）都道府県がん診療連携拠点病院と地域がん診療連携拠点病院の枠組み、２）

がん診療専門施設と全がん協の枠組み、そして３）地域がん診療連携拠点病院と地域が

ん登録との枠組みの中で、本研究班が目指す臓器がん登録の精度を有する院内がん登録

システムの有効性を検証していく。１）については連携拠点病院からの集積データによ

る診療圏の解析を行う。３）についてはがん医療均てん化の指標である条件付き生存率

の解析と届出医療機関への予後情報の還元による効果測定を行う予定である。 
 

４． 倫理面への配慮 
本研究の成果物である院内がん登録システムは臨床における患者情報を直接扱うため、

『医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いのためのガイドライン』およ

びその中で厚生労働省が別途定める指針である『医療情報システムの安全管理に関する

ガイドライン』に従う。また臨床研究としての解析を行う場合は『臨床研究に関する倫

理指針』に従ってこれを行う。医療情報はセンシティブ情報であり、安全なデータ交換

のためにシステムで用いる暗号化や匿名化には国際的に評価の確立した暗号化技術と

セキュリティ技術を用いる。さらにインターネットおよび医療情報技術の進歩は急速で

あり、それに伴って法令や指針に想定していない倫理上の問題が発生する場合があるが、

その際には患者の利益と個人情報保護を最優先に迅速に検討の場を持ち対応する方針

である。 
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